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斎藤　生物学が人文・社会科学にどんな
影響を与えたのかについて、以前から関
心があります。
鈴木　私が生命というテーマに行き当
たった一つのきっかけは『檸檬』で知ら
れる梶井基次郎を研究していて。梶井は
三高理科出身ですが、日露戦争前後から、
生命が時代の大きな主題になっていたの
に気づいたのです。そのころ、ベルグソ
ン『創造的進化』のエラン・ヴィタール（生
の跳躍）が流行語になっていました。また、
ヘッケルは生命エネルギーの循環論を唱
えていた。これがエコロジー論の源です
ね。背景にはマッハらのエネルギー一元
論がありますが、どちらも宇宙生命のエ
ネルギーが原理です。それが当時の科学
だった。日本の哲学者では西田幾太郎や
和辻哲郎がこの流れ。他方、ハックスリー
が19世紀末に講演「進化と倫理」で、動
物にも相互扶助があると主張した。ロシ
アの無政府主義者クロポトキンの相互扶
助論も、それに影響された可能性がある。
日本でも大変人気がありました。
斎藤　1920年代には集団遺伝学が生ま
れ、60年代までは第二のネオダーウィニ
ズムの時代です。このあたりの影響はど
うですか。
鈴木　集団遺伝学は、一般には広がっ
ていないと思います。私が驚いたのは
ジャック・モノーの『偶然と必然』。モノー
は社会主義者でしたが、西欧の思想的伝
統のすべてを否定した。これにどう応え
るのか。内なる西欧中心主義の問題はい
まも問われています。
斎藤　私はモノーを熱烈に読んだほうで

す。モノーは偶然の意味をはっきり書い
ている。米国で私の指導教授だった根井
先生は、1987年に書いた教科書の最終章
でモノーを引用しています。中立論の眼
目は法則性の否定です。たまたま運のよ
いものが増える。偶然を重視する哲学と
いうのはありますか。
鈴木　ベルグソンの『創造的進化』は、ド・
フリースの突然変異説をランダムな運動
の原理にした。それがフランスで20世紀
初頭にアナキズムが流行った風潮と関係
しています。アナキズムは国家単位で考
えるマルクス主義を嫌う。その後、ソ連
が強くなったので、アナキズムのまとも
な歴史が書かれていませんが、ヴァイタ
リズムとともに見直されています。70年
代フランスで華やかだったドゥルーズが
ベルグソン主義者です。ニーチェと重な
るところももありますが。
斎藤　アナキズムとニヒリズムは親戚か
しら。どちらも心情として中立論に近い
気がする。
鈴木　仏教の「無」や「空」も西欧の概
念ではニヒリズムですが、ブータンなど
では希望の原理に転換していますよ。
斎藤　歴史主義はいつからあるのです
か。
鈴木　歴史主義は不変の原理や価値を否
定し、みな歴史の産物と考える近代思想
です。歴史的発展主義と言い換えてもよ
いですね。マルクス主義の根っこを形成
している。歴史観全般に生物学の影響が
大きいですよ。たとえばトインビーは、
西欧文明は発展して次第に滅びるという
生態学的な歴史観でしたし。

さに表現型ですが、どんなタイプの指紋
でも生存には何の差も生まれません。こ
れは形態レベルの中立進化なんです。
岡ノ谷　なるほど。台湾では、コシジロ
キンパラはアミハラという鳥と混群を
作って生息していますが、混群状態では
それぞれの歌が単純になる。特徴をはっ
きり示して交雑を避けているのだと思い
ます。コシジロキンパラだけの群にする
と、歌は複雑になります。ペット化によ
り、これがさらに進んだのがジュウシマ
ツです。
斎藤　それは中立進化でいうリラクゼー
ションですね。
岡ノ谷　これも中立進化ですか?　歌のリ
ラクゼーションがおこると種認識の上で
は不利ですが、刺激の多様性が高くなる
からメスにはより好ましい。こんなこと
を研究しているうちに、ヒトの言語も定
型的なパターンのリラクゼーションが起
源ではないかと思い始めたのです。
　生まれつきの声が何種類かあったとし
て、集団居住することで安全度が高く
なった結果、それを保持する必要がなく
なったのではないか。リラクゼーション
がおきて、声の複雑な組み合わせが生ま

れたのではないか。それが言語の始まり
の可能性があります。
斎藤　動物園に行ってみると、霊長類の
赤ちゃんは静かです。声を出すと捕食さ
れるからでしょうね。
岡ノ谷　人間の子供が泣くようになった
のは、捕食という圧力が減ったからです。
泣いて親を制御するほうが有利になっ
た。すると泣き声の多様性が増え、それ
を親が状況に対応させて解釈するように
なったのではないか。新生児の泣き方を
分析すると、生まれた日は単純ですが、
1 ヵ月もすると大変複雑になります。
斎藤　ボノボにヒトの言葉を教える試み
は失敗に終わりましたね。単語レベルの
認識まではできるけれど。
岡ノ谷　霊長類に意味をもつ単語をいく
ら教えても文法は出てこない。文法は意
味とは別に進化したと考えるべきです。
斎藤　前適応ですか。前適応はまさに中
立ではないですか。木村先生は、淘汰圧
がかかっていない中立進化で出てきたバ
リエーションの中のひとつが後で適応に
使われることになると考えた。問題は、
文法が意味とは別のところから出てきて
どこで意味と結びついたかです。

岡ノ谷　それが謎なんです。文法とは、
偶然によるバリエーションを脳がいちい
ちやるのが大変だから作り出したルール
です。
斎藤　文法によってあらゆる表現が可能
になった。組み合わせ爆発です。それは
いつ頃気づかれたのでしょうか。
岡ノ谷　人間が発声できる音の種類は限
られています。組み合わせをつくらない
と足らなくなってしまう。だから文法が
生まれてきたという説がありますが、そ
れならチンパンジーにたくさん言葉を教
えればいずれ文法ができそうですが、そ
うはならない。動詞も作れません。この
説はおかしいと思います。
斎藤　人間は誰も言語能力があるから、
遺伝的な基礎がある。人間だけに脳の構
造変化があって、言語ができたのでしょ
うか。
岡ノ谷　言語学習にかかわる遺伝子とし
て知られるFoxP2は、言語の必要条件で
はあるが十分条件ではないんです。こ
の遺伝子は様々の動物やネアンデルター
ルにもあり、大脳基底核で発現します。
FoxP2がかかわるのは物事を順番に並べ
る能力。これは歌や踊りのような性的
ディスプレイを複雑化させる能力に関係
がありそうで、これが文法操作への前適
応かもしれない。
斎藤　ヒトとチンパンジーの分岐は600
～700万年前で比較的近いわけですが、
言語活動の点ではまったく違いますね。
岡ノ谷　鳥は9000種で、歌を学ぶものが
5000種です。ヒト、チンパンジー、鳥を
比べると、ヒトや歌を学ぶ鳥では、発声
制御の運動神経と延髄呼吸中枢が直接連
絡している。チンパンジーでは連絡があ
りません。なぜヒトでは連絡したかとい
うと、捕食圧がなくなって赤ん坊が泣き
声を上げるようになり、運動野から呼吸
中枢への直接制御が発達していったので
しょう。ヒトの子供は未熟状態で生まれ
るので、泣き声で親を制御するほかない
のです。
斎藤　なるほど。これもまた言語の中立
進化ということになりますね。

斎藤　歴史に法則性はなく、記載される
事実のみで十分なのでは?　物語は偶然
できる。それが歴史ではないですか。歴
史学は法則性を考えるのでしょうか。
鈴木　歴史学も科学性を身にまとうの
で、法則を解明しようとする。物語も因
果を考えます。歴史でなければ、文化の
アーキタイプを考えたり、構造を考えた
りする。すべて偶然だったら、どうやっ
て生きていくのがよいかわからなくなっ
てしまう。モノーにもインチキがある。
分子レベルの偶然は個体レベルとつなが
らない。そのままでは人間の哲学にはな
らない。根本は、人間の自由の問題だと
思いますが。
斎藤　大野 乾はガラクタDNAという言
葉を作った生物学者ですが、そういう科
学的真理やキーワードが生まれるには文
化的な背景が大きく影響すると思う。
鈴木　自然科学と文化的環境の関連は忘
れられがちです。ただし、個々のケース
で、突っ込んだ研究が必要。逆に人文・
社会科学が生物学の成果を安易に使い
たがるのも困りものです。生物多様性と
は何か、進化とは何かをきちんと考えな
いことが多い。脳とコンピューターとの
アナロジーも流行っていますね。相互に
チェックしあい、総合的に発展させるし
くみが必要です。その意味で、総研大は
貴重な場になると思います。

上段：左がジュウシマツ、右がコシジロキンパラ。
ジュウシマツは野生のコシジロキンパラをペット
化したもの。下段：左はジュウシマツの歌、右は
コシジロキンパラの歌。横軸は時間、縦軸は音の
高さで示す。ジュウシマツの歌はさまざまな歌要
素がいろいろな順番で出てくるが、コシジロキン
パラの歌はいつも同じ順番である。


